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今月の俳句(町島口俳句大会入選作品より)

５月５日の子どもの日に、畦プリンスビーチで「黒砂糖まつり」が開催され、たくさんの人でにぎわいました。

伝統の黒砂糖作りを再現 第21回黒砂糖まつり

黒砂糖まつり写真特集　　 Ｐ２～Ｐ３

まちの話題　　　　　　　 Ｐ４～Ｐ５

教育委員会だより　　　　　　　 Ｐ６

お知らせコーナー　　　　 Ｐ７～Ｐ９

消費生活相談案内・戸籍の窓　 　Ｐ10

はんしゃりま　六調きちかあ
 くしぬばし
「ばあさんも、六調の音色を聞いたらシャキッとなる」

（小学校高学年の部特選：村上竜稀）

今月の主な内容

伝統の黒砂糖作りを再現 第21回黒砂糖まつり伝統の黒砂糖作りを再現 第21回黒砂糖まつり
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５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、
徳
之
島
町
の
畦
プ

リ
ン
ス
ビ
ー
チ
広
場
で
「
第
21
回
黒
砂
糖
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
海
水
浴
場
の
海
開

き
も
行
わ
れ
、
島
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ

な
ど
が
訪
れ
、
出
来
立
て
黒
砂
糖
の
無
料
配
布
や
演

芸
な
ど
で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
第
21
回
黒
砂
糖
ま
つ
り
を
写
真

特
集
で
お
届
け
し
ま
す
。

①サタグンマ（砂糖車）を牛に引かせ
てキビ汁を絞ります。このような光景は昭和36年頃まで見られ
ました。
（今年は口蹄疫発生予防のため着ぐるみの牛が頑張りました）

②サタヤドリ（砂糖小屋）で、昔ながらの製法でキ
ビ汁を煮つめていきます。

④できたての黒砂糖に大行列

サトウキビ本来の
甘さを感じる搾りたてのキビジュースも大人
気でした

③サタヤドリで煮詰めた汁をかき混ぜなが
ら冷やし固めていきます。

・海開き写真特集・海開き写真特集・海開き写真特集
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第２１回黒砂糖まつり

海での安全を祈って神事が行われました

亀津小学校吹奏楽部 伸びやかな歌声で島唄を披露

いいもの見つかったかな「宝探し大会」

華麗にフラダンス　ダ・チャーム クールにきめる　ダンスCORE

踊りも交えて　徳之島高校音楽部

こちらにも牛登場　闘牛太鼓Jr

多
彩
な
演
芸
と
イ
ベ
ン
ト
で

　
　
　
　
ス
テ
ー
ジ
も
大
盛
り
上
が
り
だ
も
う
～

第２１回黒砂糖まつり第２１回黒砂糖まつり
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まちの話題

　
平
成
22
年
度
徳
之
島
町
転
入
教
職
員
宣

誓
式
・
研
修
会
が
４
月
８
日
、
亀
津
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
59
人
の
転
入
教
職
員
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宣
誓
式
で
は
、
山
小
学
校
の
古
田
良
成

教
頭
が
転
入
教
職
員
を
代
表
し
て
「
誠
実

か
つ
公
正
な
職
務
を
誓
う
」
と
宣
誓
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
開
か
れ
た
研
修
会
で

は
、
秋
武
教
育
長
、
高
岡
町
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
亀
徳
小
学
校
の
本
田
郁
子

校
長
が
転
入
教
職
員
を
代
表
し
て
力
強
く

決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
新
任
地
徳
之
島
町
の
文
化

を
学
び
、
教
職
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。

　

　
４
月
22
日
、
母
間
小
学
校
（
校
長
　
竹

迫
正
美
・
児
童
数
53
人
）
に
て
交
通
安
全

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
教
室
で
は
、
徳
之
島
警
察
署

の
警
察
官
指
導
の
も
と
、
横
断
歩
道
の
正

し
い
渡
り
方
や
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り

方
・
点
検
方
法
な
ど
を
学
び
、
体
育
館
に

描
か
れ
た
横
断
歩
道
を
使
っ
て
実
際
に
横

断
歩
道
を
渡
っ
た
り
、
交
通
ル
ー
ル
に
関

す
る
ビ
デ
オ
を
見
る
な
ど
し
て
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
毎
年
入
学
と

重
な
る
こ
の
時
期
に
、
児
童
生
徒
に
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
19
年
６
月
29

日
に
沖
縄
へ
将
兵
・
物
資
補
給
の
た
め
徳

之
島
町
亀
徳
沖
航
行
中
、
米
潜
水
艦
の
魚

雷
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
し
た
輸
送
船
「
富

山
丸
」
（
七
千
三
百
八
十
九
ト
ン
）
の
犠

牲
者
を
弔
う
第
47
回
富
山
丸
戦
没
者
慰
霊

祭
が
、
４
月
14
日
な
ご
み
の
岬
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
全
国
各
地
か
ら
、
妻
や
子
、
孫

と
い
っ
た
遺
族
１
３
１
人
が
来
島
。
前
日

か
ら
船
で
富
山
丸
の
航
跡
を
た
ど
り
、
24

日
朝
に
は
亀
徳
沖
の
沈
没
地
点
で
海
上
慰

霊
祭
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
慰
霊
祭
は
、
徳
之
島
混
声

合
唱
団
に
よ
る
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の

合
唱
で
は
じ
ま
り
、
高
岡
町
長
が
「
悲
惨

な
歴
史
の
事
実
を
後
世
に
語
り
伝
え
、
平

　

和
を
願
う
心
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
、
桑

島
正
道
参
拝
団
長
が
「
英
霊
た
ち
の
残
し

て
く
れ
た
大
き
な
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
世

界
の
永
久
平
和
の
た
め
さ
ら
な
る
歩
み
を

続
け
た
い
」
と
慰
霊
の
詞
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
遺
族
や
慰
霊
祭
に
参
加
し

た
亀
徳
小
学
校
と
神
之
嶺
小
学
校
の
児

童
、
地
元
関
係
団
体
代
表
な
ど
約
２
５
０

人
が
献
花
し
て
、
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
平
和
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
島
唄
と
夜
光
貝
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
の
体
験
交
流
会
が
行
わ
れ
、
島

な
ら
で
は
の
体
験
に
参
加
し
た
方
た
ち
は

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

徳之島町の教職員として力強く宣誓

横断歩道正しく渡れるかな？

徳
之
島
町
の
教
職
員
と
し
て

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に
　
第
47
回
富
山
丸
慰
霊
祭

徳
之
島
町
の
教
職
員
と
し
て

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に
　
第
47
回
富
山
丸
慰
霊
祭
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まちの話題

　
徳
之
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
貞
勝

仁
会
長
）
総
会
、
「
第
18
回
し
じ
ゅ
う
に

こ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
４
月
25
日
、

町
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
千
田
静
江
副
会
長
の
開
会
宣

言
に
始
ま
り
、
貞
会
長
が
「
厳
し
い
状
況

の
中
一
致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
に
続

い
て
、
協
議
に
入
り
、
予
算
審
議
や
年
間

活
動
計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
で
は
、
東

区
の
「
お
け
さ
恋
唄
」
を
皮
切
り
に
、
集

落
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
歌
や
踊
り
と

い
っ
た
楽
し
い
出
し
物
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
徳
之
島
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

（
森
二
三
江
会
長
）
の
第
36
回
町
地
域
女

性
連
運
動
会
が
、
「
母
の
日
」
の
５
月

９
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町

内
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
多
彩
な
ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
、
応
援
合
戦
な
ど
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
年
代
別
の
徒
走
に
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
お
や
つ
取
り
競
争
」

や
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
竹
ホ
ー
キ
で
掃
い

て
ト
ラ
ッ
ク
を
一
周
す
る
「
お
母
さ
ん
は

忙
し
い
」
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
終
日
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
今
年
は
、
母
間
チ
ー
ム
が
優
勝
、
躍
進

賞
に
南
区
が
輝
き
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
を

見
せ
つ
け
ま
し
た
。

　

　
春
の
叙
勲
で
徳
之
島
町
亀
津
に
在
住
の

寛
山
成
男
さ
ん
（
88
歳
）
が
、
瑞
宝
双
光

章
（
教
育
功
労
）
の
栄
誉
に
輝
き
、
４
月

30
日
、
役
場
監
査
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
寛
山
さ
ん
は
伊
仙
町
崎
原
の
出
身
で
、

「
永
年
に
わ
た
る
教
育
職
員
と
し
て
鹿
児

島
県
の
初
等
教
育
の
研
鑽
研
究
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
方
教
育
行
政
職
と
し
て
、

社
会
学
習
の
推
進
に
尽
力
し
た
」
業
績
を

認
め
ら
れ
て
の
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
病
気
療
養
中
の
寛
山
さ

ん
に
代
わ
り
妻
の
ム
ツ
子
さ
ん
と
二
女
の

富
山
三
紀
子
さ
ん
が
出
席
し
て
、
高
岡
町

長
よ
り
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　
叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
徳
之
島
地
区
中
学
校
体
育
連

盟
陸
上
競
技
大
会
（
徳
之
島
地
区
中
学
校

体
育
連
盟
主
催
）
が
５
月
13
日
、
町
健
康

の
森
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
３
町
の
12
中
学
校
か
ら
代
表

選
手
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
１
０
０

ｍ
走
や
走
り
高
跳
び
、
砲
丸
投
げ
、
４
０

０
ｍ
リ
レ
ー
な
ど
全
12
種
目
で
記
録
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
記
録
誕
生
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
駆
け
付
け
た

保
護
者
や
生
徒
の
声
援
を
受
け
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

大当老連による「沖縄音頭」

お母さん頑張って！

伝達式に出席した関係者ら

ゴール目指して力走　１，５００ｍ走

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

「
母
の
日
」
運
動
会

瑞
宝
双
光
章
伝
達
式

記
録
に
挑
戦

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

「
母
の
日
」
運
動
会

瑞
宝
双
光
章
伝
達
式

記
録
に
挑
戦
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　５月８日（土）に徳之島町学士村塾開講式が行われま
した。昨年度より始まったこの学士村塾。今年は，１３９
名の児童生徒が毎週土曜日の午前中，この学士村塾で
勉強をすることになります。
  開講式の副町長激励の言葉にも，「大人になっても，
この立場になっても毎日が勉強です。物事に対して疑問
をもって解決していく力をつけてほしい。そのために
は，自学自習の習慣を身につけることが大事です。」と
勉強の大切さについて話をしていただきました。
　かつて，わたしたちの徳之島町は，東京大学をはじめとする旧帝国大学出身者を多く輩出した，「ヤン
キチシキバン」の教育風土がありました。そのすばらしい教育風土を再興させるためにも，この学士村塾
で，その先人たちを目標に，自学自習の習慣と，向（好）学愛知の精神を培っていってほしいものです。
そして，この学士村塾で学んだ子どもの中から世界に羽ばたき活躍する人材が育ってほしいと願っており
ます。
　その学士村塾の子どもたちを一年間支えていただくのが，各集落の塾長です。今年度は，中区に正田豊
秀塾長，東区に幸田孝継塾長，亀徳地区に中村菊乃塾長，神嶺地区に中野利美塾長，母間地区に寳田辰巳
塾長，花徳地区に白田良二塾長と秋本由美子塾長，山手地区に神野河一代塾長にお願いしてあります。子
どもたちが，一年間継続して取り組んでいけるようどうぞよろしくお願いします。　

　手々小・中学校は，児童数７名，生徒数７名，計１４名の極小規模校です。シンボルツリーであるソテ
ツをはじめとし，ガジュマル，アカギ，ビロウ，センダンなどの樹木が校内の要所に効果的に配置され，
緑や緑陰がやさしく児童生徒を包む自然と一体となった学校です。今年度で創立１０８年目を迎えました。
　本校はこれまで，子どもたちを取り巻く自然・文化・伝統芸能（歴史）などを生かし，学校と地域の双
方向型の活動を実践することにより，教育効果の向上と心温まる学校づくりに努めてきました。今年度
は，さらにこれらの特色ある教育活動を充実させ，教科や道徳，特別活動，総合的な学習の時間等との関
連を図りながら，子どもたちの「徳＝心」を育てることにより，「知＝学力」を伸ばす取組を充実させて
いきます。

１　基本的生活習慣の育成
２　体験を重視し，道徳的実践力を高める道徳指導の充実
３　教児一体となった教育環境づくり
４　基礎学力の向上を目指した学習指導法の改善・工夫
５　表現力（発表，説明，討論，作文等）・コミュニケーション能力の育成
６  「体育や遊び」を通じた体力づくりの実践
７　郷土のよき伝統や風土を生かした郷土教育の推進
８　学級・教科経営の充実

○  言語活動の充実･････････ 各教科授業において，学習過程に効果的に言語活動を位置付け，充実させるこ
　　　　　　　　　　　   とで，学習意欲の向上や基礎学力の定着を図る。
○  学習習慣の確立･････････ 教科学習（授業）や家庭学習の進め方など学習の仕方を身につけさせるための
　　　　　　　　　　　   学業指導を充実させる。
○  小・中・家庭の連携･･･ 学びを確かにする基本的生活習慣の確立や小中合同学習の推進，学力向上のた
　　　　　　　　　　　　めの小中授業における教師の連携，ＰＴＡのあり方等を工夫・改善する。

教育委員会だより

学士村塾がいよいよ開講

極小規模・少人数校の特性を生かした「基礎学力の定着」

徳之島町立手々小・中学校

学校教育目標の具現化のための重点８項目

中学英語の授業の様子

（基礎学力定着を図る取組の３つの柱）
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人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国

家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

昭
和
45
年
４
月
２
日
～
昭
和
56
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

■
受
付
期
間

平
成
22
年
６
月
22
日
（
火
）

～
平
成
22
年
６
月
29
日
（
火
）

■
１
次
選
考

平
成
22
年
９
月
５
日
（
日
）

◎
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
・
Ａ

４
判
、
１
４
０
円
の
切
手
貼
付
、

あ
て
先
及
び
「
中
途
採
用
」
明
記
）

を
同
封
し
た
封
筒
に
、「
中
途
採
用

請
求
」
と
朱
書
き
、
次
の
問
い
合

わ
せ
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
１

１
‐
１

　
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

U
R
L
  h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.jo
.jp
/

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
県
職
員
が
直
接
お
伺

い
し
説
明
を
行
う
「
か
ご
し
ま
県

政
出
前
セ
ミ
ナ
ー
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
、
お
お
む
ね
20
人
以
上
の
参
加

が
見
込
め
る
会
合
や
研
修
会
な
ど

■
実
施
時
間

午
前
10
時
～
午
後
９
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

■
申
込
方
法

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
テ
ー
マ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
庁
広
報
課

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
０
９
３

Fax

０
９
９-

２
８
６
‐
２
１
１
９

　
本
年
６
月
18
日
か
ら
借
り
入
れ

の
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。

　
貸
金
業
法
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

①
借
入
総
額
が
「
年
収
の
３
分
の

１
」
を
超
え
る
場
合
、
新
規
の
借

り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

②
借
入
れ
の
際
、
基
本
的
に
、
年

収
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
ど
を
行
っ
て
い
る
商
店
、
事
業

所
や
公
的
機
関
で
使
わ
れ
て
い
る

計
量
器
が
検
査
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
取
引
や
証
明
な
ど
で
使

用
さ
れ
る
全
て
の
計
り
に
つ
い
て
、

計
量
法
に
基
づ
き
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
定
期
検
査
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
の
具
体
的
な
対
象

・
販
売
所
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

計
量
器
（
は
か
り
）

・
薬
局
な
ど
で
使
用
す
る
計
量
器

（
は
か
り
）

・
学
校
な
ど
の
身
体
測
定
で
使
用

さ
れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）

・
医
療
機
関
な
ど
で
使
用
さ
れ
て

い
る
計
量
器
（
は
か
り
）

・
事
業
所
や
工
場
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）

※
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、
７
月

７
～
９
日
の
予
定
で
す
。
検
査
時

に
は
、
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

徳
之
島
町
企
画
課
（
内
線
２
２
１
）

　
８
２
‐
１
１
１
１

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ナ
ー

③
専
業
主
婦
（
主
夫
）
の
方
は
、

配
偶
者
の
年
収
を
証
明
す
る
書
類
、

配
偶
者
の
同
意
書
、
配
偶
者
と
の

婚
姻
関
係
を
証
明
す
る
市
町
村
長

の
証
明
書
（
住
民
票
等
）
な
ど
が

必
要
で
す
。

④
借
入
れ
の
上
限
金
利
が
、
借
入

金
額
に
応
じ
て
15
～
20
％
と
な
り

ま
す
。

借
入
れ
や
返
済
の
お
悩
み
は
、
九

州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務
所
多

重
債
務
相
談
窓
口
（
　
０
９
９
‐

２
２
７
‐
５
２
７
９
）
又
は
鹿
児

島
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
　
０
９

９
‐
２
２
６
‐
６
１
５
５
）
又
は

鹿
児
島
県
県
民
生
活
局
生
活
・
文

化
課
（
　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２

５
３
３
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
特
定
計
量
定
期
検
査
は
、
計
量

法
に
基
づ
き
、
取
引
や
証
明
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か

り
）
を
対
象
に
２
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
る
検
査
で
す
。
主
に
販
売

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

選
考
試
験

か
ご
し
ま
県
政
出
前

　
セ
ミ
ナ
ー
申
込
受
付
中

貸
金
業
法
が
大
き
く

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
！

特
定
計
量
定
期
検
査
が

　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す
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　かねてより本町国民健康保険事業の推進にあたり、ご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。

　さて本町では、平成１５年度より引き続き、国民健康保険事業の一環として下記により「がんドック」

を実施します。

【受 診 適 用 保 険】　徳之島町国民健康保険の被保険者とする。
【年齢制限・人数】　４０歳以上６５歳以下（基準日：平成２２年７月１日現在）
　　　　　　　　　　　申し込み順１０名とする。また、１世帯から１名とする。
【保険税の納税状況】　平成１８年度～平成２１年度に保険税の滞納がないこと。また、以前に受診した者
　　　　　　　　　　　は除く。
【補　　 助　　額】　検査費用は１００，０００円になりますので、検査費用額のうち３０，０００円を
　　　　　　　　　　　補助します。( その他については自己負担となります。）
【検　 査　 機　 関】　医療法人 慈風会 厚地記念クリニック PET画像診断センター（鹿児島市）
　　　　　　　　　　　　０９９－２２６－８８７１ 　fax０９９－２２６－８８７２

【問　 合　 せ　 先】 徳之島町役場 保健福祉課 国保係　８２－１１１１　（内線１３４）
　　　　　　　　　　　　          花徳支所　 国保係　８４－００４８
【受　 診　 期　 間】 平成２２年７月１日（木）～平成２３年２月２８日（月）

　皆様も報道などでご存じの通り１０年ぶりに宮崎県で家畜伝染病「口蹄疫」が発生していま

す。５月１４日現在、牛６，５６２頭、豚７３，６５３頭が殺処分されています。発生します

と全島殺処分という大変危険な伝染病ですので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

・宮崎県・島外からの牛の導入を控える

・他の家畜農家への立ち入りを控える。

・発生国への旅行の自粛（中国・韓国・台湾・宮崎）

・牛舎入口に消毒層などの設置

※�申し込みは、平成２２年６月２１日（月）より、本庁及び支所、保健福祉課（国保係）窓口で
　 本人受付と致します。（印鑑をご持参下さい。）

「がんドック」実施のお知らせ

農政課畜産係からのお願い

【問い合わせ先】徳之島町農政課　畜産係　　８２－１１１１　（内線２４２）

「がんドック」実施のお知らせ

区　　分 検 査 項 目

が ん ド ッ ク

１．全身ＰＥＴ検査

２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部）

３．超音波検査（腹部）

４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピロリ菌・胃炎）

５．尿検査・便潜血検査

６．診察・検査結果説明

特　定　健　診 厚生労働省が定める特定健康診査項目

防疫対策について

農政課畜産係からのお願い

「がんドック」実施のお知らせ
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　下記日程で消費者問題に関する弁護士相談会を行います。

　相談内容は問いませんが、特に多重債務など専門家による相談を必要とする方は、この機会にぜひご利

用ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

　相談を希望される方は町役場企画課まで申し込んでください。

　　　　日時：平成２２年７月７日（水）　午後２時～５時まで

　　　　場所：町役場３階会議室

【予約・問い合わせ先】　徳之島町企画課　　８２－１１１１　（内線２２２）

キャラクター決定！！

１５１５歯っぴいレンジャー

しあぎりぴかりん（仕上げでぴかりん） きまとぅんとぅきだー（決まった時に）

仕上げんジャーピンク けんちゃんブルー

わたみっち～（おなかいっぱい）

かみかみグリーン
フッくんレッド

ほうらっかちらぐゎ（うれしい顔）

歯っぴいイエロー

【事務局】徳之島町保健センター内　 ８３－３１２１

弁護士相談会のお知らせ

おやつは

　時間をきめて

おにぎり  ぱっくん

仕上げ磨き

　毎日がんばる

　　ママに感謝

健診で

　年に２回の

　 むし歯チェック

ちゃっかりぬてぃ （ちゃっかりぬって）

強い歯は

　年に２回の

　  フッ素塗布で

めざせ１５１５

　歯っぴいライフ

５歳児のひとり平均むし歯本数１．５本をめざして、

１５１５歯っぴレンジャー隊はがんばります。

みなさまのご協力と応援をよろしくお願いします！！

い　 こ　 い　 こ

＊１５１５（いこいこ）とは、目標本数の1.5本と健診に

１５、フッ素塗布に１５のごろ合わせです。
いこう いこう
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